2012日中韓分析研究交流会シンポジウム開催報告
今年のシンポジウムは中国の上海で10月15日から19日まで開催されました。プレシンポジウムになった2002年の日中環境・分析研究交流会から数えて10年目で、通算9回目です。今回のシンポジウムは、2002年当初からの中国側事務局の清華大の林金明教授が6th Shanghai International Symposium on Analytical Chemistryの主催者(中国化学会の分析化学部門が隔年開催する国際会議で、林先生は分析化学部門の副会長)であり、両方一緒にして共催の形で開催する事になりました。日本と韓国からの参加者は両方の会場を往復して発表と聴講を行いました。6th Shanghai International Symposium on Analytical Chemistryは第6回Analytica Chinaという日本の分析展に相当する展示会（2年に1回開催、2002年から開催）に併設されておりました。Analyticaはメッセ・ミュンヘンが主催する展示会で、分析化学関係ではヨーロッパ随一の展示会で、最近は東南アジアに進出して展示会を開催しています。Analytica Chinaのホームページは下記にあります。

http://www.analyticachina.com/en/Home
16日の午前中に共同で開会式を行い、午後、林金明教授（中国）、中村洋先生（日本）、Dong-sun Lee教授（韓国）の開会挨拶の後日中韓シンポジウムのセッションを開始しました。
全体のシンポジウムの主要テーマは下記の通りで、幅広い分野から研究発表が行われました。

１）Symposium Theme : Analytical Chemistry and Our Life、Topics of interest for abstract submission include, but are not limited to:

(1) Analytical Chemistry in Biology

(2) Analytical Chemistry in drug discovery

(3) Analytical Chemistry in Environment

(4) Analytical Chemistry in Food Science

(5) Materials Science and its application

(6) Nanotechnology and Analytical Chemistry

(7) Sampling and Sample Preparation

(8) New Technology, New Method and New Equipments
日本側団長は中村洋先生、事務局は産総研の前田恒昭、韓国側団長はソウル女子大学のDong-Sun Lee教授、事務局は韓国食品研究所のJae-ho Ha博士でした。参加者は韓国13名、日本28名、中国約80名と盛況でした。今回は口頭発表28件、ポスター発表81件で日本に留学している中国の学生やポスドクで活躍している研究者の発表もあり、活発に討論されていました。聴講に来ている中国の学生たちは学生同士で情報交換していました。今後の交流が活発に行われることが期待されます。参加者はお互いに懇親を深め、聴講や発表の合間をぬって展示会を見学し、情報交換や情報収集を行っていました。
　合同で開催された懇親会では優秀なポスター発表に対して表彰が行われ、日本からは首都大学東京のMs.Ying Wengさんと徳島大学の竹内政樹先生のポスターが選ばれました。また、日中韓シンポジウムの懇親会では、保母先生が2002年に組織して始めた日中韓シンポジウムの10周年を記念して長年日本側事務局を務めた産総研の前田恒昭氏が中国化学会から表彰されました。韓国のDong-Sun Lee教授、日本分析化学会の各研究懇談会などの支援によりここまで継続してこれた事に感謝し、賞を皆で分け合い、次の世代が活躍できるよう今後の継続と発展に協力が呼びかけられました。長崎国際大学の佐藤博先生から来年の開催は九州でという発表があり、再開を約して閉会しました。
研究会の後は杭州1泊2日の視察があり、中国のカップルに人気の景勝の地である西湖、インドの僧が開いた雲隠寺と千年の歴史をもつ古い街並みを残す水郷の街の烏鎮を訪ね、おいしい食事を楽しみ中国を満喫しておりました。一時、政治的な緊張が懸念されましたが、滞在中はこれといった変化はなく、急速に国際化を進めている豊かな中国を実感しました。
（独）産業技術総合研究所　前田恒昭
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